
『宮津市第２期行財政運営指針』の改定に向けて 

 

 「将来にわたる安定した行財政基盤の構築を目指した中長期的な視点による行財政運営」

を進めるための『宮津市第２期行財政運営指針』（Ｒ３～Ｒ12）については、『第７次宮津

市総合計画』と同様に、今年度に改定することとしており、現状について報告します。 

 

■『行財政運営指針』のＲ３～Ｒ６の状況と今後に向けた取組 
 

≪「行財政運営の指針」に関して≫ 
 
【Ｒ３～Ｒ６の状況】 
 

◆現実に即した中長期的な収支計画の下で、策定当時見込まれた財源不足を解消しつつ、黒字決算を 
確保するとともに、財政調整基金への積立てなどがしっかりとできている状況。 

 
 ◆既に期間終期目標(７億円)を上回る財政調整基金残高になっているとともに、今後の重点課題対応 

に備えた庁舎整備基金への積立てもできている。期間終期に計画の２倍の基金残高が見込める状況。 
 
 ◆建設地方債は４年間累計のキャップ(5.5 億円/年×４年＝22 億円)より 0.8 億円抑えた発行状況。 
 
 ◆財政状況の健全度を測る重要指標についても、策定当時の見込みより改善傾向となっている状況。 
 

【今後に向けた取組】 
 

◆今後、投資を伴う庁舎整備などの重点課題対応を行っても財政状況の健全度を測る重要指標は期間 
終期の目標を達成できる見込みだが、投資にあたっては物価高騰や借入金利も見据えた上で考える 
とともに、指針終了後の令和 13 年度以降も見据えた基金への積立て等をしっかりと行っていく。 

 

≪「財源不足解消に向けた対策（方向性）」に関して≫ 
 
【Ｒ３～Ｒ６の状況】 
 
 ◆公共施設の再編として、フェーズ１(～Ｒ7)対象の 103 施設のうち 54 施設で再編。また、除却費

ゼロで１億円を超える遊休不動産売却等収入や民間活力による新たなにぎわいが生み出せた。 
 
 ◆増収対策においては、水道、公共下水道、し尿汲み取りについて、そのバランスも考慮しながら、 

適正な受益者負担に向けた見直しを行った。 
 

【今後に向けた取組】 
 
＜人件費の削減＞ 

◆DX 化等業務の効率化を高め、適正な定数管理、持続可能な組織づくりを進める。 
 
 ＜事務事業等の見直し＞ 
  ◆今後の人口減少を踏まえて、行政サービスのあり方見直しを進める。 

◆「公共施設が老朽化していくことは財政指標に表れないリスクであること」を意識するとともに、 
人口減少を見据えた公共施設の統廃合や広域連携を進める。 

 
＜増収対策＞ 

◆宿泊税の導入検討をはじめ、賦課徴収対策の強化、税源涵養などを推し進めていく。 
 

 

■今後（当面）の予定 
 

◆令和７年９月（予定）：持続可能な行財政運営有識者会議の開催 

◆令和７年 ９月議会 ：行財政運営指針の見直し案についての報告 

◆令和７年１２月議会 ：行財政運営指針の改定議案の提案（予定） 
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財政状況の改善について、前倒ししてできている  

重点課題への投資が見込まれる中、Ｒ13 以降も見据えた取組を 

財政健全化の取組を継続しながら、公共施設の再編なども実行 

増収対策を進めるとともに、今後の人口減少を踏まえた取組を 



＜参考：『宮津市第２期行財政運営指針』から抜粋＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


